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第 14 回アジア国際子ども映画祭（韓国）プログラムの記録 

 

１．オンライン交流概要 

【目的】映画制作に関心を有する韓国の青少年が、過去の映画祭作品の鑑賞や制作した自己紹介動

画を通じた同世代の青少年との交流等を通して、映画制作や日本に対する関心・理解をさらに深

め、両国間の青少年のネットワークを構築するとともに、韓国で日本の魅力に関する対外発信を行

うことを主目的とする。 

 

【参加者】韓国の高校生 10 名 

 

【日程】 

日にち 

訪問地 

内容 参加者の質問・反応（参加者の人数

実績） 

１回目 

3 月 8 日 

 

【オリエンテーション】開会式 

【テーマ関連意見交換・交流】 

①過年度映画祭受賞作品視聴 ②意見交換 

作品視聴後の意見交換では、イ

ンドネシア・タイの参加者とグル

ープになり、過去受賞作品の中か

ら印象に残った作品や演出技法

についてディスカッションした。  

その他にもお互いの国での学

校生活等についても紹介し、相互

理解を深めた。 

（参加者：10 名） 

2 回目 

3 月 9 日 

兵庫県 

 

【表敬訪問・交流】 

兵庫県南あわじ市 

①地域理解講義 

②質疑応答 

 

 講義では映画祭開催地である

南あわじ市の魅力について紹介

があり、特産物や交通アクセス、

南あわじ市におけるコロナの現

況等について質問があがった。 

（参加者：10 名） 

3 回目 

3 月 15 日 

兵庫県 

【地域伝統文化体験】 

①淡路人形座 淡路人形浄瑠璃鑑賞 

②質疑応答 

淡路人形座から生中継で公演

を鑑賞したあと、質疑応答の時間

を持った。「人形を動かす技術の

習得にはどのくらいの時間がか

かるのか、学校はあるのか」「ど

のような演目が難しいか」等、た

くさんの質問があがった。 

（参加者：10 名） 
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4 回目 

3 月 19 日 

 

【テーマ理解講義】 

「映画作りのヒント 映画の基本的な特性につい

て知る」 

講師：東京藝術大学 大学院映像研究科 教授  

諏訪 敦彦氏 

①講義 ②質疑応答  

【交流会】 

①日本の高校生との小グループ別での交流会実施 

②映画をはじめ POP カルチャーに関する意見交換 

【成果報告会】 

 講義では映画の表現方法等に

関する質問が多く出た。 

過去 JENESYS 参加経験のある

高校生との交流会では、日本のア

ニメをはじめとした POP カルチ

ャーについて活発な意見交換が

行われた。 

総括として本プログラムで得

た成果を 1 人ずつ発表し、参加者

全員で共有した。（参加者：10 名

+日本人参加者:11 名） 
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３．記録写真 

  

2022 年 3月 8 日【オリエンテーション】 

映画祭開会式 

2022 年 3月 8 日【テーマ関連意見交換・交流】 

参加者間での意見交換 

  

2022 年 3月 9 日【表敬訪問・交流】 

兵庫県南あわじ市 

2022 年 3月 15 日【地域伝統文化体験】 

淡路人形浄瑠璃鑑賞及び質疑応答（淡路人形座） 

  

2022 年 3月 19 日【テーマ理解講義】 

「映画作りのヒント 映画の基本的な特性につ

いて知る」 

2022 年 3月 19 日【交流・意見交換】 

日本の高校生との交流会（映画をはじめ POP カ

ルチャーに関する意見交換） 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 高校生 

 さまざまな国の参加者と 1 つのテーマについてディスカッションすることができて新鮮で楽しい

経験だった。今まで知らなかった地域についても知ることができ、人形浄瑠璃についても知ること

ができた。また、日韓交流の時間は期待通り、たくさんの話をすることができて嬉しかった。 

 

◆ 韓国 高校生 

 コロナ禍でありながらも、さまざまな国の参加者と映画の話をすることができて有意義な時間だ

った。特に諏訪敦彦教授の貴重な講義を聴講できたことは光栄であった。また、日本の学生との交

流時間でも映画という共通点を通じてお互いの文化を理解し友達になることができて意義深かった。 

 

◆ 韓国 高校生 

グローバル時代にこのように映画というテーマで交流できること自体がとても有意義だったと思う。日本

文化について学び、交流する機会がありとても幸せで楽しい時間であった。コロナ禍でなければ日本に行

きたいと心から思った。 

 

◆ 日本 高校生 

 韓国の学生と一緒に自分の国についての説明や日常の様子などを話し合うことによって、普段と

は少し違った観点で自国や他国を見ることができ、有意義な時間を過ごすことができた。 

 

◆ 日本 高校生 

今回は「映画」というひとつのテーマがあり、各々の観点の違いや映画を通して日本と韓国とい

う 2 つの国の魅力を知ることができた。また、お互いの国について深く学ぶことができたため、こ

れからも交流した韓国の友達と仲良くしていきたいと思う。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆南あわじ市関係者 

さまざまな体験や交流を通じて、日本の文化や芸術に触れて頂ける機会であるとともに、私たちもみな

さんとの交流によって文化や風習を理解する大変貴重な機会であると思っている。初めてオンラインで

実施することになったが、ぜひとも国内・海外問わず幅広く交流をし、将来にわたり国や地域を超えた友

人を作って頂ければと思う。 

 

◆淡路人形座関係者 

非常にいい経験ができた。これからの新たな可能性を感じた貴重な時間であった。 

 

◆講義講師 

みなさんがこれから作る映画を楽しみにしているし、見られる日が来るといいなと思っている。

映画は世界中でつながっているので、またきっとみなさんに会えると思っている。 
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６．参加者の対外発信、報道記事等 

  

 2022 年 3 月 15 日（NAVER blog） 

人形浄瑠璃では 1つの人形を 3人で動かす。そ

のため 3人の呼吸が重要であり、うまくいかな

いと人形の動きが不自然になってしまうと思っ

た。しかし、実際に見た人形浄瑠璃は本当に自

然な動きで驚いた。あんな風に自然に人形を動

かせるまでどのくらいかかるのか気になってい

たが、約 8 年かかるという・・・ 

2022 年 3月 19 日（instagram） 

コロナ禍でも世界の人と映画について話せて嬉

しかった。特に諏訪先生の講義が聞けたことが

光栄であったし、日本の学生との交流の中でも

映画という共通点によってお互いの文化を理解

し友達になれたことがとても有意義だった。次

は実際に南あわじ市を訪問して、制作した映画

が紹介できることを期待している。 

  

2022 年 3月 19 日（instagram） 

映画という文化の中で他の国の友達と交流し、

親しくなることができる活動はとても楽しく大

きな意味を感じることができた。機会があった

らまた参加したい。 

2022 年 3月 20 日（NAVER blog） 

講義で視聴した映像資料は映画の演出について

深く考えることのできる資料であった。特に最

後に見た映像が印象に残っていて、これが演出

の醍醐味であると感じるきっかけとなった。今

まで映画についてはあまり詳しくなかったが、

演出に興味を持つようになった。 
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７．オンラインプログラムの成果発表 

 

最終日に成果報告会を実施した。発表された主な内容は以下の通り。 

-映画の魅力を改めて感じた。将来は在日同胞に関する作品を制作したい。 

-15 の地域と国の友人と同じ目的のもと集い交流できたことが嬉しかった。 

-日韓交流がしたくて参加した。映画をテーマにした交流は初めてだったが、とても新鮮で楽し

かった。将来はワーキングホリデーや留学で訪日したい。 

-将来は映画の道に進みたいので、その道が開けたような経験となった。 

-日本の学生と交流して、同じような悩みがあり、同じようなことに関心を持っていることがわ

かりとても親しみを感じた。元々日本にはあまり関心がなかったが、これを機に関心を持っていき

たい。 

-将来、日本で映画の勉強をすることが夢だったので、今回のプログラムはとても役に立つ内容

であった。諏訪教授の講義もとても有意義であり、夢へ一歩近づいた。 

-映画祭を通じて普段から関心のあった映画や日本文化についてより深く知る機会となり、日本

への関心が一層高くなった。コロナが終息したら日本を訪れたい。 

実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


